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注1）　本様式全体が1ページに収まるよう作成してください。

組織目標評価報告書（令和７年度）

部局名： 腸健康科学研究センター 部局長名： 成瀬　恵治

目標に対する達成状況（成果）及び新たに生じた課題等

研究領域における目標の達成状況及び新たに生じた課題等

関連する
中期計画の番号

関連する
中期計画の番号

（8-2）

（8-1）

関連する
中期計画の番号

目 標

教育領域における目標の達成状況及び新たに生じた課題等
関連する

中期計画の番号

関連する
中期計画の番号

②研究領域

①本センターの研究体制を強化するため、各ユニットにおける研究を推進しつつ、総括
管理部門が中心となり、ユニット間の研究連携・研究協力体制の拡充を図る。

②炎症性腸疾患センター、インド感染症共同研究センター、インド国立細菌感染症研
究研究所等と連携し、昨年度に開始した共同研究・国際共同研究を継続して実施する
とともに、新たな（国際）共同研究１件以上を年度中頃までに開始する。

③センターの専任教員においては、科研費（１件）および科研費以外の外部資金（１件
以上）に積極的に申請し、自己資金のさらなる獲得を目指す。

①教育領域

注2）　自己評価による達成度（５～１）は非公表項目とし，組織目標評価結果を公表する際に消去します。

①本センターの研究体制の強化と学際化のため、環境生命自然科学学域の教授1名と准教
授1名、保健学域の准教授1名、医歯薬学域の教授1名、特任助教2名（うち1名は外国人）を
適切な研究・調査ユニットに加えた。一方、ユニット間の研究連携・研究協力体制の拡充に関
しては、各研究・調査ユニットの研究内容や将来計画を共有するため、令和8年2月9日に本セ
ンターの教員を中心とするシンポジウムを鹿田地区で開催した。

②炎症性腸疾患センター、インド感染症共同研究センター、インド国立細菌感染症研究研究
所等と連携した国際共同研究を継続して実施した。また、12月には疫学・分子疫学ユニットに
加わった特任助教が、インド感染症共同研究センターおよびインド国立細菌感染症研究研究
所と新たな国際共同研究を開始した。

③センターの専任教員が研究代表者として申請した科研費1件、および研究分担者として申
請したAMED事業1件が採択された。その他、腸チフスや赤痢の成分ワクチンの開発研究に関
して、国際的な民間財団との共同研究の実施に向けた準備を開始した。

管理運営領域における目標の達成状況及び新たに生じた課題等

③社会貢献（診療を含む）領域

④管理運営領域

社会貢献（診療を含む）領域における目標の達成状況及び新たに生じた課題等

①本センターの総括研究管理部門が中心となり、昨年度に続き、腸研究に関する学内
リソースの統合を目的としたシンポジウムを開催する。

②本センターの活動等に関する情報を学内外に発信・公表するため、昨年度に開設し
た日本語版ホームページの拡充を図るとともに、英語版ホームページを開設する。令
和7年度中に、全ユニットの紹介ページを両言語で公開する。

③医歯薬学総合研究科等との連携による共同研究の一環として、研究科の学生の研
究指導に協力する。

④カウンターパートのインド国立細菌感染症研究研究所と連携し、学生や若手研究者
の育成を目的とした研修・インターンシッププログラムを令和8年度に開始するため開
発を進める。

①腸研究に関する学内リソースのさらなる統合を目的として、鹿田地区において、令和8年2
月9日に第2回腸健康科学研究センターシンポジウムを開催した。

②本センターの活動を海外にも発信・公表するため、各ユニットの研究紹介等を掲載した英語
版ホームページを7月に開設した。一方、日本語版ホームページでは、新着ニュース等とし
て、本センターの活動を随時紹介した。

③医歯薬学総合研究科等との連携による共同研究の一環として、同研究科の学生2名の研
究指導に協力した。

④カウンターパートのインド国立細菌感染症研究研究所を8月に訪問し、若手医師の育成を
目的とした研修・インターンシッププログラムの実施について協議を行い、令和8年度にトライ
アルを実施することで合意した。

（8−1）

（4-1）

⑤センター・機構等業務
センター・機構等業務における目標・取組の達成状況及び新たに生じた課題等


